
学校番号 １００７ 

平成 31 年度 公民科 

 

教科 公民 科目 倫理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校 新倫理 新訂版（清水書院） 

副教材等 アプローチ倫理資料 PLUS（とうほう）・ 一問一答倫理（山川出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・古今東西の思想・宗教について基本的なことを理解し、知識・教養を身につけよう。 

・単に丸暗記するのではなく、歴史的背景や社会の仕組みと関連づけて主体的に学び、物事を深く

考える力を伸ばそう。 

・学んだ知識をもとに、現代社会における諸課題について分析・考察し、自分の考えを持てるよう

になろう。また、言葉や文章で自分の意見・考えを表明できるようにしよう。 

・新聞を読み、ニュース番組を見ることで現代社会の課題や時事問題に関心を持とう。 

 

２ 学習の到達目標 

・古今東西の思想・宗教を、現代社会の課題と共に学ぶことで、青年期における自己理解・自己形

成を促し、人としての生き方・在り方について理解と思索を深めさせる。 

・同時に、人間尊重の精神と生命への畏敬の念に基づいて、国際社会において、他者と共に生きる

主体としての自己の確立を促し、良識ある公民としての能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

「人間とは何か」、「私

何者か」「人間社会は

如何にあるべきか」と

いう根源的なテーマ

について関心を高め、

人格の形成と生きる

主体としての自己の

確立に努める実践的

な意欲を持つと同時

に、人間や社会にかか

わる現代の諸課題を

探求する態度を身に

つけ、人間としての在

り方や生き方につい

て自覚を深めようと

する。 

現代社会を生きる主

体としての自己の確

立について広い視野

で諸課題を見出し、人

間の存在や意義など

について多面的・多角

的に考察・探求すると

共に、人間尊重の精神

に基づく、良識ある公

民として、広い視野か

ら主体的かつ公正に

判断して、その過程や

結果を適切に言語化

し表現している。 

青年期における自己

形成や人間としての

在り方・生き方など

にかかわる諸資料を

検索・収集・読書し、

有用で正確な情報を

適切に選択して、自

己形成に資するよう

に活用すると共に、

資料を用いて追究・

考察した過程や結果

を様々な方法で適切

に表現することがで

きる。 

青年期における自己

形成や間としての在

り方・生き方などに

かかわる基本的な事

柄を、現代社会を生

きる主体としての自

己確立の課題とつな

げて理解し、人格の

形成に生かす知識と

して身につける。 

評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

振り返りシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法  
a b c D 

１
学
期 

現
代
に
生
き
る
自
己
の
課
題
（
人
間
の
特
質
と
青
年
期
） 

1)人間とは何か 

・人間性の特質 

2)青年期の課題と自己形成 

・青年期の意義 

・自己の理解に向けて 

・豊かな自己実現のために 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:人間存在の特性と青年期の意義と

課題について関心を高め、自己理解

を深めて豊かな自己実現を図ろうと

する態度を身につける。 

b:欲求と適応、パーソナリティの確

立などについて、具体例を通して考

えさせ、客観的に青年期の課題であ

るアイデンティティ確立の重要性を

把握する。 

ｃ：フランクルの事例を通して、生

きる意味について考える。 

ｄ: 人間存在の特性と青年期の意義

と課題について、自らの生き方と照

らし合わせて理解する。 

定期考査 

ワークシー

ト 

小テスト 

小論文 

作文 

人
間
と
し
て
の
自
覚
と
生
き
方(

源
流
思
想)

 

 

１）ギリシア哲学 

・神話から哲学へ 

・自然哲学とソフィスト 

・ソクラテス 

･プラトン 

・アリストテレス 

・ヘレニズム期 

2)世界三大宗教 

・キリスト教 

・イスラーム 

・仏教 

3)中国思想 

・諸子百家、孔子と儒家 

・儒教の展開 

・道家思想 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:現代思想の源流となるギリシア思

想・中国思想・三大宗教について、1

年次の世界史Ａの基礎知識を元に、

現代社会への影響についても考察し

ながら関心を高め、理性と信仰につ

いて体系的に理解するともに、自ら

の生き方についての自覚を持つ。 

b:各宗教や思想について、共通性や

違いを意識しながら多面的多角的に

考察し探求する。 

c:思想にかかわる資料を読み、各思

想の人間観・社会観を歴史背景とと

もに把握し、自らの意見を述べる。 

d: 現代にまで続く各思想の人間

観・社会観を歴史背景とともに把握

し、現代思想や日本思想にもつなが

るものとして意義や影響についても

理解を深めさせる。 

 



２
学
期 

国
際
社
会
に
生
き
る
日
本
人
の
自
覚 

・日本の風土と古代思想 

・仏教の伝来と隆盛 

・儒教の日本化 

・日本文化と国学 

・近世庶民の思想 

・西洋近代思想の受容 

・現代の日本の思想 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

a:1 学期に学習した源流思想がどのよう

に日本思想に受容・変容されたのかに関

心を持ち、日本思想の重層性について考

察すると共に、現代に生きる日本人の宗

教観や倫理観についての公正な理解を深

め、国際社会を生きる日本人としての自

らの生き方についての自覚を深める。 

b:仏教・儒教だけでなく、西洋近代思想

が特に明治維新以降、日本の政治や社

会・文化に及ぼした影響や現代民主社会

を構築した思想について歴史的背景と共

に深く考察することで広い視野をもつ。 

c:資料を読み解き、思想の変遷を表など

にまとめ、発表することでより理解を深

めていく。 

d:自国の思想や宗教観・倫理観を学び、

知識を身につけることで、自己形成を図

り、国際社会における異文化・他民族と

の共生を図る態度を身につける。 

定期考査 

ワークシー

ト 

小テスト 

小論文 

作文 

現
代
社
会
と
倫
理 

ルネサンスと宗教改革 

モラリスト  

経験論と合理論 

民主社会の原理 

ドイツ観念論哲学 

功利主義と実用主義 

社会主義 

実存主義 

現代思想 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:ルネサンス・宗教改革からポスト構造

主義まで現代の民主主義や市民社会にか

かわる代表的な思想を歴史的背景と共に

体系的に学習し、日本思想への影響に関

心をもつと共に、国際社会生きる主体的

自己を確立する態度を養い、他国の人々

と理解・共生を求める人間尊重の精神と

世界の平和共存への意欲を高める。 

b:様々な思想をその歴史的背景と共に理

解し、現代社会における課題の解決への

糸口を思考し、自らの問題として広い視

野に立って主体的かつ公正に判断でき

る。 

c:資料を読み解き、論理的に思想の内容

を分析・理解したうえで、思想を自分の

言葉で発表することでより理解を深めて

いく。 

d:様々な思想を時代的変遷と共に理解

し、人間や社会の在るべき姿についての

考察を深めて、人格の形成に生かし、平

和で民主的な社会を目指す知識を身に付

ける。 



３
学
期 

  

現
代
社
会
の
課
題
と
倫
理 

生命倫理 

環境倫理 

現代の家族問題 

高度情報化社会と倫理 

グローバル化と多文化共生 

人類の福祉と国際平和 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

a:現代社会の諸課題について、自ら

の問題として関心を持つと共に、自

己の確立にかかわる諸課題を探求す

る態度を身に付け、自らの人として

の在り方についての自覚を深める。 

b:現代の諸問題の現状を分析し、有

効な解決法や社会のあり方について

考察し、広い視野に立って、自らの

判断を公正に示すことができる。 

c:新聞やインターネットを用いて諸

問題について自ら調べまとめて様々

な形で発表することができる。 

d:源流思想･日本思想･近代西洋思想

の単元で学んだ知識を現代の諸課題

と結びつけて理解を深め、国際社会

に生きる自己の生き方を構築する。 

ワークシー

ト振り返り

シート 

小テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

  

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


